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全市型競技別スポーツスクールの申し込み状況 
 

飯田市教育委員会 

 

１ 主旨 
 教育委員会では、放課後部活動オフ期間となる令和 2年 1月を「生徒の主体性を育む」教育の機会

と考え、今回示す様々なスポーツの選択肢から自分に合ったものを選び、取り組むことができる環境

づくりを行う。 

 学校の部活動にとどまらず、もっとスポーツをしたいと願う生徒や、学校の部活動にはないスポー

ツにも取組んでみたいと願う生徒などを対象に、プロスポーツチーム等の協力を得て、競技の専門性

をもった指導者による、飯田市を一つの地域として捉えた競技別のスポーツスクールを、期間を限定

して実施する。 

 

２ 全市型競技別スポーツスクールの概要 
 (1) 令和 2年 1月 8日（水）～1月 31日(金)までの間、市内の中学 1、2年生を対象に実施。 

 (2) 飯田市体育協会及び飯田市教育委員会主催で、飯田市体育協会に加盟する競技団体等が実施主体と

なり、8競技の技術等の指導を行う。 

 (3) この期間の受講料は原則無料。但し、保険料及び競技ごとに必要となる費用は各参加者の負担。 

 (4) 会場は、社会体育施設、学校体育施設、民間スポーツ施設等。 

 

３ 全市型競技別スポーツスクール受講申し込み状況 
 回数 申込者数 延申込者数 

バレーボール 8  37人  158人  

バスケットボール 3  56人  158人  

スキー・スノーボード 1  12人  12人  

サッカー 14  33人  110人  

空手 28  6人  26人  

陸上 24  18人  70人  

硬式テニス 3  8人  21人  

コオーディネーショントレーニング 4  5人  15人  

   8競技 85  175人  570人  

 ※12/19生徒へ受講決定通知発送 

 

４ 今後の取り組みについて 
 (1) 放課後部活動オフ期間の過ごし方等に関するアンケート調査の実施 

  全市型競技別スポーツスクール実施後の 2月、全市型競技別スポーツスクールへの参加の有無を問

わず、部活動に所属している中学 1、2 年生全員にアンケート調査を実施し、放課後部活動オフ期

間における生活実態や意識を捉え、課題等を把握する。 

 (2) 全市型競技別スポーツスクールの今後の取り組みについて 

  全市型競技別スポーツスクールの実施後、全市型競技別スポーツスクールを実施しての課題をふま

え、今後全市型競技別スポーツスクールの継続実施に向けての方法や体制、スポーツ指導者の育成、

資質向上等について、飯田市体育協会等のスポーツ関係者と検討をすすめる。 

 


